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論 文 内 容 の 要 旨

カイガラムシはその名の示すとおり, カイガラと呼ばれる虫体から分泌された被覆物によっておおわれ

ている｡ この虫体被覆物は虫体白身を保護する上に大きい効果を持つと思われ, 農薬の散布によってもこ

れらの種類の防除が困難なのは, 一にこれによっているとされている｡ にもかかわらず, 虫体被覆物につ

いては従来断片的な報告があるにすぎなかった｡

この研究はツノロウムシ, カメノコロウムシ, ルビーロウムシの3種の日本産 Ceroplastes属のもの

について, 虫体被覆物の分泌, 形成, 構造, および物理的, 化学的性質などを明らかにし, さらにこれを

比較生理学的な観点から論じたものである｡

この被覆物は1 , 2 令幼虫ではろう質物のち密な縞状構造を示し, 真性ろうであるが, 3 , 4 令ではろう

質物に液体- いわゆる honeydew- が加わって泡状構造となる｡ この混合系は外部からの物質の透過を

妨げる上に大きい役割を果たしている｡ ろう物質の分泌は従来表皮に分布する分泌孔, あるいは皮膚腺か

ら行なわれるとされていたが, この3種のカイガラムシではいずれも真皮細胞より表皮の孔道を通って行

なわれることがわかった｡ ろう物質は炭素数28-32の直鎖脂肪酸と炭素数26-30の環状アルコールのエス

テルが主体をなしている｡ 一般昆虫の表皮ろう物質の主成分の炭化水素であるのに対して興味が深い. 体

内の脂肪酸構成は炭素数10-12を主体としており, 分泌ろう質物とは異なって高分子酸をふくまない｡ し

たがって, それは表皮はまたそれに近接した部分で生合成されることを物語っているo 他方, アルコール

部分はすべてが虫体内脂質中にも認められるので, その生合成も分泌機能も脂肪酸の場合とは異なると思

われる｡

ろう質物以外の被覆物である液体は従来 honeydewとよばれ, 虻門から排推されたものとされていた

が, 体背面の単純孔主腺細胞からの分泌物であることがわかったので, これを内部 honeydew とよん

で, 旺門よりのものと区別した｡ その溶質の主成分は寄主植物によって大きく影響され, 多種のアミノ酸

および糖をふ くむが, 肝門よりの honeydew には認められないリビトール, マンニ トールなどの糖アル
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コ- ルをその主成分としている.

最後に, これらの生理学的研究結果はカイガラムシ類の系統分類学に一つの指針を与えるものして論じ

ている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

カイガラムシの虫体被覆物は体の保護物として生活上きわめて重要な働きをしていると思われる｡ した

がって, 農薬散布の効果はこれによって著しく低められており, 応用的にこの物質の研究は重要である｡

しかし, 従来の研究はほとんど断片的にすぎない｡ この研究はCeroplastes属の3種について, 虫体被覆

物の本質を生物学的および化学的に究明することを目的としたもので, 綜合的な研究の最初のものといっ

てよい｡

虫体被覆物の中のろう質物が真皮細胞から表皮の孔道を通して分泌されること, 液状物質が肝門からで

なくて体背面の単純孔, 主腺細胞から分泌されることを明らかにしたのは, まったく従頴の観察結果をく

つがえすものである｡ また, ろう質物中の高級脂肪酸および高級アルコールについてのガスクロマ トグラ

フィによる分析結果は, 従来得られている分析結果の多くが誤まっていたことを明らかにしている｡

被覆物申のろう質物は結晶性をもっているので, Ⅹ線広角散乱法によって生きた虫体を用いてもろう質

物の量を推定できることを明らかにしたことは興味深い｡ また, ろう質物中の脂肪酸が虫体内のそれと異

なって高分子酸であるのに対して, ろう質物中のアルコールと炭化水素は虫休内にも認められ る こ とか

ら, それぞれの生合成の部位を推定しているのはすぐれた見解というべきであろう｡

以上を要するに, 本論文は新しい生化学的な研究方法をたくみに騒使してCeroplastes属カイガラムシ

の被覆物について幾多の新しい知見を得ており, 昆虫生理学に寄与するところが非常に大きい｡

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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